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研究成果の概要（和文）：20 世紀前半の西部北太平洋域で発生した台風の位置情報について、

これまで利用されていなかった紙媒体の気象資料を、アジア各国の気象局や図書館から収集、

電子化し、データセットを作成した。この結果、20 世紀を通した西部北太平洋域の台風数の変

動を調べ、全体では長期トレンドは見られなかったものの、地域的には、赤道に近い台風はよ

り北に発生する傾向が、フィリピン、台湾、沖縄周辺の台風数が減少する台風経路の変化傾向

が明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The dataset of the location of tropical cyclone (TC) over the western 
North Pacific during the 20th century was created by collecting and digitizing the historical 
paper records stored in the libraries in Asian countries. This dataset provides us the new 
view of TC number trend during the 20th century. Overall numbers do not have trend but 
the TC tracks tend to shift northward and eastward during the 20th century. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)台風の変動 
①地球温暖化の影響 
過去 50年間の台風を調べると 1970年代以降、
西部北太平洋の海面水温の上昇に対応して
台風強度が強くなっている。 
②台風の自然変動 
一方で、台風発生数には数十年周期で変動す
る自然変動が知られている。そのため台風の
発生数や強度に見られる変動が自然変動に

よるものか、地球温暖化による人為的なもの
か、判別が難しい。 
(2)台風経路データセットの現状 
西部北太平洋域での台風データベースは、気
象庁の資料が 1951 年からしか存在している。
これ以前の資料は存在するものの、現在と台
風の定義が異なるため、データベースには採
用されていない。 
(3)埋もれた台風資料の存在 
代表者が前にハワイ大学の図書館で紙媒体

機関番号：82706 

研究種目：若手研究 （A） 

研究期間：2009～2011  

課題番号：21684028 

研究課題名（和文）２０世紀を通した西部北太平洋域の台風活動の解明  

                     

研究課題名（英文） Understanding the typhoon activity over the western North Pacific 

during the 20th century 

研究代表者  

久保田 尚之 （KUBOTA HISAYUKI） 

独立行政法人海洋研究開発機構・地球環境変動領域・研究員 

 研究者番号：40359211 

 
 



 

 

の 20 世紀前半のフィリピン気象月報を偶然
発見し、その中に西部北太平洋域の台風経路
図が記載された資料を見つけたことから予
察的研究がはじまった。 
(4)本研究への着想 
フィリピン気象月報以外にも 20 世紀前半の
紙媒体の台風資料が存在することがわかり、
フィリピンに着目した予察的研究を、本研究
では西部北太平洋域に広げて、20 世紀を通し
た「台風データベース」を作成する着想に至
った。 
 
２．研究の目的 
(1)20 世紀前半の西部北太平洋域で発生した
台風の位置や経路情報を記載した資料を収
集、デジタル化する。 
(2)20 世紀を通して比較検証可能な台風定義
を求め、西部北太平洋域での「台風データベ
ース」を作成する。 
(3)西部北太平洋域での２０世紀における台
風発生数、経路の長期変動を解明する。 
(4)日本を含むアジア各国の台風上陸数とそ
の経路の長期変動を解明する。 
 
３．研究の方法 
(1)台風資料の収集 
20 世紀前半の台風資料を研究協力者の協力
のもと、収集した。 
① 台湾 
台湾気象局の台風経路図(1897-1996) (Shieh 
et al. 1996)、八十年来台風経路図
(1892-1977) (Xu et al. 1973)、南方気象調
査月報(1940-1941) 中央気象台 
研究協力者：Dr. Mong-Ming Lu (Chief 
Researcher, Central Weather Bureau) 
② 香港 
香港気象局の台風経路図(1884-1953) (Chin 
1953) 
研究協力者：Dr. Johnny C. L. Chan 
(Professor, City University of Hong Kong) 
③ 日本 
気象庁の気象要覧(1900-2002)、中央気象台
の台風経路図(1940-1950)、気象庁天気図
(1883-2010)、アメリカ気象局の北半球地上
天気図(1899-1956) 
研究協力者：片岡久美（筑波大学生命環境科
学研究科） 
④ フィリピン（旧宗主国アメリカ)  
フィリピン気象月報、年報(1890-1940)  
研究協力者：Dr. Bin Wang (Professor, 
University of Hawaii) 
⑤ 上海 
台風経路図とその統計(1884-1955) (Gao and 
Zeng 1957) 
研究協力者：Dr. Zhao Bingke (Shanghai 
Typhoon Institute) 
(2)地上気象データの収集 

台風の数、経路、強度を判断するために必要
な気象データを収集 
① 台湾 
台湾気象局所蔵データと気象庁の中央気象
台月報(1897-2009) 
② 香港 
香港気象局所蔵データ(1884-2010) 
③ 日本 
気象庁所蔵データ、南洋庁気象月報
(1876-2010) 
④ フィリピン 
フィリピン気象月報、年報、フィリピン気象
局所蔵データ(1890-2010) 
(3)台風経路データの電子化 
紙媒体の台風資料に描かれている台風経路
を電子化した(図 1)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1:1902－1939年 9月の台風経路データ 
 
 (4)台風経路データの品質検査 
２０世紀前半の台風定義は、台風の中心気圧
1000hPa 以下を参考に台風と弱い熱帯低気圧、
温帯低気圧を区別し、データセットを作成し
た。台風資料に記載されている気圧情報だけ
でなく、当時の天気図、観測所データを用い
て、西部北太平洋域のうち図 2の領域を設定
し、台風解析用のデータセットを作成した。 

図 2：台風経路データセットの解析対象領域。 
 
(5)台風数の長期変動解析 
台風経路データセットを用いて西部北太平
洋域での 20 世紀における台風発生数、経路



 

 

の長期変動を調べ、自然変動や地球温暖化と
の関連性を考察した。 
 
４．研究成果 
(1)20 世紀台風経路データセットから得られ
た成果 
①フィリピンに上陸した台風数の変動 
フィリピンに上陸した過去 100年間の台風デ
ータセットを作成し、長期変動を調べた。フ
ィリピンに上陸した台風はエルニーニョな
どによる年々変動が顕著に見られる時期
（1940 年代～1970 年代）と不明瞭な時期に
分かれている。 
②西部北太平洋域の台風変動 
20 世紀を通した台風の発生数は、西部北太平
洋の対象領域(図 2)全域では長期トレンドは
見られないものの、地域的には台風経路にト
レンドが見られた(図 3)。赤道に近い台風は
より北に発生する傾向が、フィリピン、台湾、
沖縄周辺の台風は減少傾向が見られた(図 4)。 

図 3：図 2 に色で示した対象領域を通過した
年間の台風数。赤：フィリピン気象月報、青：
JTWC ベストトラック,緑：JMA ベストトラッ
ク。紺：10-20N,水色：20N 以北,紫：10N 以
南に分けた台風数。実線：フィリピン,JTWC,
破線：JMA.太線は 11年移動平均。 

図 4：対象領域の 5°×5°で分けた 1924－
2000の間での年間台風数のトレンド（単位は
個/100 年）。▲は増加、▼は減少トレンドを
表す。▲の大きさでトレンドの大きさを表す。
▲は大きさごとに 99％、95％でトレンドが有

意、有意でない。陰影は対象領域を表す。 
 
(2) 20世紀台風経路データセットの位置づけ
やインパクト、今後の展望 
これまで研究や防災で用いられていた台風
経路データは、主に 1950 年代以降のもので
あった。歴史事実としてそれ以前の台風に関
して資料は残っていたものの、現在のデータ
と並べて用いることができなかったため、利
用されることがなかった。 
① 過去の災害との結びつけ 
2011 年に紀伊半島に豪雨や洪水被害をもた
らした台風 12 号は、本研究で収集した台風
資料をもとに、1889年 8月に十津川水害をも
たらした台風とほぼ同じ経路を辿ったこと
が明らかとなった(図 5)。過去の台風被害と
の関連を明らかにするのに本データセット
が有用であることがわかった。 

図 5：2011年台風 12号（赤線）と 1889年「十
津川水害」の台風（青線）経路。（点はそれ
ぞれ 12Z、13Zの位置を示す）。 
 
② 地球温暖化予測モデルの精度検証 
現在問題となっている地球温暖化が今後ど
の程度進行するのか、予測する気候モデルが
各国で作成されている。100 先を予測するモ
デルがどの程度確からしいのか、過去 100年
間の気候を再現することで、検証が行われ始
めている。過去 100 年間の気候を精度よく表
した気象資料が求められており、本研究で作
成した台風経路データセットが有用である
ことがわかり、今後利用される予定である。 
③ より長期の気候変動の解明に向けて 
本研究で再現した気象資料は 19 世紀末まで
のおよそ最大 120年間である。ただし、気象
観測測器を用いた計測をもとにしているた
め、精度の高い資料であることがわかる。 
それ以前の気候に遡る研究は現在盛んに行
われ、木の年輪、珊瑚の年輪、氷床のアイス
コアなどに含まれる炭素や酸素の同位体比
を抽出して、過去 100－1000 年単位の気候を
間接的に明らかにしつつある。これらの資料
は気候を測る指標になるが、間接資料のため、



 

 

精度に問題がある。最近 100 年については、
気象測器で計測された資料と比較検証する
ことで、この間接資料の精度を高めることが
できる。今後はこの方面でのデータセットの
利用が期待されている 
④ データレスキューの取り組み 
本研究で行った埋もれた気象資料の復元す
る取り組みは、「データレスキュー」と呼ば
れ、ここ数年欧米を中心に盛んに叫ばれてい
る。散逸した気象資料を組織的に収集し、電
子化して復元する取り組みが世界的に力を
入れはじめている。日本、中国、韓国と言っ
た漢字文化圏の気象資料は、欧米の人々には
解読に時間を要すために、あまり復元が進ん
でいないのが現状である。まだ、力を入れ始
めたばかりの研究分野のため、今まさに日本
が先頭に立って、アジア域の気象資料復元に
力を入れる時と考えている。 
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〔その他〕 
ホームページ等 
① 20 世紀前半の台風経路データセット 
http://www.jamstec.go.jp/drc/maps/e/kad
ai/mon/mon_tt.html 
② 20世紀前半のフィリピン日降水量データ

セット 
http://www.jamstec.go.jp/drc/maps/e/kad
ai/mon/mon_pr.html 
③ 水文気候観測データ地点別目録システム 
http://www.jamstec.go.jp/rigc/mahadis/s
earch/ 
④ 2011 年台風 12 号の類似台風 1889 年十

津川水害の台風  
2011 年 9 月 14 日 TBS ラジオ 森本毅郎・ス
タンバイ！ 
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